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1.はじめに 

 現在日本では、オリンピック需要で都市開

発等のインフラ整備が活発化する中それに

比例して、日本各地で様々な都市問題が発生

している。日本全体でみると、少子高齢化・

人口減少、大都市では人口増加し、地方では

人口減少する一極集中などが都市問題とし

て挙げられる。これらの都市問題の中でも私

が注目したのがコミュニティに関わる問題

である。経済の成熟により人々のライフスタ

イルは変化しており、大都市圏ではコミュニ

ティの希薄化が課題となっている。 

 そこで本研究では、上記の問題を解決する

ために、特にコミュニケーションが重要であ

る IT 産業の企業集積とコミュニティマネジ

メント及び ICT を活用した都市・コミュニ

ティ形成について検討し、考察していく。 

 

 

2.研究方法 

 

2.1研究目的 

 本研究では、都市問題である大都市圏の

コミュニティの希薄化を産業集積と地域経

済の活性化及び ICT活用により改善するこ

とができるのではないかということを検討

することを研究目的とする。 

 

2.2研究目標 

 事例分析・ケーススタディにより、産業

集積が大都市圏のコミュニティ及ぼす影響

を表すことを研究目標とする。 

 

2.3研究方法 

 事例研究・ケーススタディ方式を用いて

仮説・検証を行う。 

 

 

 

3.先行研究 

(1) 産業集積と産業クラスターについて 

(2) 自己組織化について 

(3) 都市コミュニティについて 

 上記(1)は、岡本義行『産業集積の転換可

能性―なぜ産業集積は進化するのか―』イノ

ベーションマネジメント No.6 pp23-40 ¹⁾で

表すことができる。(2)は、ポール・クルー

グマン(著)、北村行伸，妹尾美起(翻訳)『自

己組織化の経済学―経済秩序はいかに創発

するか―』（2009）ちくま学芸文庫 ²⁾で表す

ことができる。(3)は、劉冬晴・後藤春彦・

馬場健誠『東京 23 区高層マンション集積

地における既存住民と新規住民のコミュニ

ティ構築に関する研究－開発の特徴と町内

会の体制に着目して－』（2016）³⁾で表すこ

とができる。 

 

4.現状分析 

4.1近所付き合いの現状 

 

図 1 大都市部における近所付き合いの程

度 4) 

（出典）厚生労働省 平成 23年版厚生労働

白書 「第 2節 5近所付き合いの程度」

より作成 
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4.2地域活動の現状 

 

図 2 地域活動についての調査（2010）5) 

（出典）内閣府 平成 22年度国民生活選好

度調査 その 2（図表 9）「地域活動につい

て」より作成 

4.3オンラインとオフラインのコミュニティ

への参加状況 

4.3.1コミュニティへの参加数 

 

図 3 コミュニティへの参加数 

（出典）2017年度調査は総務省「ICTによ

るインクルージョンの実現に関する調査研

究」（2018） 

4.3.2コミュニティへの参加状況（日本） 

 

図 4コミュニティへの参加状況 

（出典）2008年度調査は総務省「ユビキタ

スネット社会における安心・安全な ICT利

用に関する調査」（2009）、2017年度調査

は総務省「ICTによるインクルージョンの

実現に関する調査研究」（2018） 

 

5.問題点の抽出 

 上記の先行研究および現状分析より、以

下の問題点を表すことができる。 

(1) 大都市圏におけるコミュニティの希薄化 

 

6.対応策（仮説） 

 上記の先行研究および現状分析も踏まえ

た問題点の対応策は以下の通りである。 

(1) 産業集積による新たなコミュニティ・コ

ミュニティ集団の形成 

(2) オタクなどのコミュニティによるコミュ

ニティマネジメント・地域経済の構築 

(3) SNS等の ITを活用した地域コミュニテ

ィの繋がり構築 

7.検証 

 本研究では、ケーススタディ方式を用い

て検証行う。検証結果は口頭発表時に示

す。 

8.おわりに 

 本研究では、コミュニティ形成と産業集

積について関連付けて事例分析を用い、検

証を行った。今後は産業集積と都市および

コミュニティの形成についての定量的な分

析を用い検証を行っていく所存である。 
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